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ができなかった。原因としてヒトがものに触れる際には接触

面に指紋がある点や、またより高い周波数領域の振動を受け

取っている点が挙げられる。

そこで指紋形状を模した接触子を有し、 ～ の

幅広い試験速度で試験可能な多機能型摩擦測定機 写写真真１１

を用いて評価を行ったところ、 以上の速い試験速度

で官能評価と高い相関性を得られることがわかった 図図３３ 。

多機能型摩擦測定機での試験結果と官能評価との相関係数を

図図４４に示す。

同様にその他４つの触感についても官能評価と相関がある

評価装置を検討し、現在までに表表１１の相関係数を得ること

が出来た。これにより触感性の評価をヒトによる官能評価か

ら評価機器で行えるようになり、サンプル間の細かい差異が

分かるようになった。

４４ 現現状状のの課課題題

スウェード調本革やシリコーンなどの良触感性の材料と同

等の柔らかさをエラストマーで目指すと、ベタツキが発生し

てしまう。またスウェード調本革と比較すると、エラストマ

ーは触るとヒヤッと冷たく、温かみの点で大きく異なる。

上記２つの課題に対して、材料開発と表面加工の手段を用

いて解決を目指した。

５５ 良良触触感感開開発発品品のの説説明明

５５．．１１ 柔柔軟軟ででササララササララななエエララスストトママーー 開開発発品品

まず図図５５で示す領域をターゲットとした柔軟でサラサラ

なエラストマー 開発品１ を得るため、配合に微粒子となる
成分を含有することで表面に微細な凹凸を設け、接触面積を
減らしベタツキの低減を図った。

図図６６は従来のエラストマーと開発品１の表面性をレー

ザー顕微鏡で測定した結果である。低い箇所は青く、高い

箇所は赤色で表現されており、開発品１では赤い点が細か

く全面に見られ、表面に微細な凹凸があるのがわかる。ま

た従来のエラストマーと比較して大幅に摩擦係数が低減し

ていることがわかる。これにより柔軟でサラサラなエラス

トマーを得ることができた。

図図５５ 摩摩擦擦感感とと硬硬ささのの関関係係

図図４４ 摩摩擦擦感感のの官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

写写真真１１ 多多機機能能型型摩摩擦擦測測定定機機とと指指紋紋形形状状のの接接触触子子

表表１１ 各各触触感感のの評評価価機機器器とと官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

図図３３ 試試験験速速度度とと官官能能評評価価ととのの相相関関性性
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５５．．２２ 温温かかみみののああるるエエララスストトママーー 開開発発品品

ヒトに温かみを感じさせるためには、ものに触れた時に

接触面から奪われる熱量 接触冷感 を小さくする必要

がある。一般的に を小さくする手段はいくつか考えら

れるが、エラストマー表面層の空隙に着目した。

表面の空隙容積を表すのに負荷面積率を用いた 表面

層の空間の容積 というパラメーターがある 図図７７ 。同一

素材で表面に凹凸を与え、 と接触冷感 の関係を比

較した。表面層の が増えるほど、 が低下している

ことがわかる。そこで表面層に空隙を設けることで を

小さくするよう検討を行った。

温かみのあるスウェード本革の表面をレーザー顕微鏡で

測定したところ、毛羽立った構造を持ち、表面に多くの空

隙があることがわかった。前述した開発品１においても、

表面に微細な凹凸があり を若干の増加できたが、温か

み付与に対する効果は不十分であった。そこで表面に、よ

り深い凹凸がつくような加工を行うことで、 が大幅に

増加し温かみのあるエラストマーを開発できた 図図８８ 。

開発品２で行った表面加工では様々な 樹脂で温かみを

付与することができるため、従来の低硬度でベタツキがある

材を用いると摩擦感が増し、しっとりとした温かみがあ

る触感を得ることができた。 開発品３ それぞれの触感性

を図図９９のレーダーチャートに示す。今回得られた技術を活

用することで、材料と表面加工形状の組み合わせによって幅

広い触感を発現することができるようになった。

６６ 用用途途例例

自動車の内装部品や各種グリップ部品など人が触れる部分

を用途として想定している。昨今のトレンドとして電気自動

車の普及や自動運転化により、自動車の車内環境の向上がよ

り求められつつある。また前述した通りレザーフリーの動き

もある為、良触感のエラストマーのニーズはあると考えてい

る。

図図６６ 従従来来のの とと開開発発 のの表表面面状状態態とと摩摩擦擦感感

図図７７ パパララメメーータターーとと のの関関係係

図図８８ ススウウェェーードド本本革革とと開開発発品品 のの表表面面状状態態とと

図図９９ 各各開開発発品品とと触触感感性性
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ができなかった。原因としてヒトがものに触れる際には接触

面に指紋がある点や、またより高い周波数領域の振動を受け

取っている点が挙げられる。

そこで指紋形状を模した接触子を有し、 ～ の

幅広い試験速度で試験可能な多機能型摩擦測定機 写写真真１１

を用いて評価を行ったところ、 以上の速い試験速度

で官能評価と高い相関性を得られることがわかった 図図３３ 。

多機能型摩擦測定機での試験結果と官能評価との相関係数を

図図４４に示す。

同様にその他４つの触感についても官能評価と相関がある

評価装置を検討し、現在までに表表１１の相関係数を得ること

が出来た。これにより触感性の評価をヒトによる官能評価か

ら評価機器で行えるようになり、サンプル間の細かい差異が

分かるようになった。

４４ 現現状状のの課課題題

スウェード調本革やシリコーンなどの良触感性の材料と同

等の柔らかさをエラストマーで目指すと、ベタツキが発生し

てしまう。またスウェード調本革と比較すると、エラストマ

ーは触るとヒヤッと冷たく、温かみの点で大きく異なる。

上記２つの課題に対して、材料開発と表面加工の手段を用

いて解決を目指した。

５５ 良良触触感感開開発発品品のの説説明明

５５．．１１ 柔柔軟軟ででササララササララななエエララスストトママーー 開開発発品品

まず図図５５で示す領域をターゲットとした柔軟でサラサラ

なエラストマー 開発品１ を得るため、配合に微粒子となる
成分を含有することで表面に微細な凹凸を設け、接触面積を
減らしベタツキの低減を図った。

図図６６は従来のエラストマーと開発品１の表面性をレー

ザー顕微鏡で測定した結果である。低い箇所は青く、高い

箇所は赤色で表現されており、開発品１では赤い点が細か

く全面に見られ、表面に微細な凹凸があるのがわかる。ま

た従来のエラストマーと比較して大幅に摩擦係数が低減し

ていることがわかる。これにより柔軟でサラサラなエラス

トマーを得ることができた。

図図５５ 摩摩擦擦感感とと硬硬ささのの関関係係

図図４４ 摩摩擦擦感感のの官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

写写真真１１ 多多機機能能型型摩摩擦擦測測定定機機とと指指紋紋形形状状のの接接触触子子

表表１１ 各各触触感感のの評評価価機機器器とと官官能能評評価価ととのの相相関関係係数数

図図３３ 試試験験速速度度とと官官能能評評価価ととのの相相関関性性
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５５．．２２ 温温かかみみののああるるエエララスストトママーー 開開発発品品

ヒトに温かみを感じさせるためには、ものに触れた時に

接触面から奪われる熱量 接触冷感 を小さくする必要

がある。一般的に を小さくする手段はいくつか考えら

れるが、エラストマー表面層の空隙に着目した。

表面の空隙容積を表すのに負荷面積率を用いた 表面

層の空間の容積 というパラメーターがある 図図７７ 。同一

素材で表面に凹凸を与え、 と接触冷感 の関係を比

較した。表面層の が増えるほど、 が低下している

ことがわかる。そこで表面層に空隙を設けることで を

小さくするよう検討を行った。

温かみのあるスウェード本革の表面をレーザー顕微鏡で

測定したところ、毛羽立った構造を持ち、表面に多くの空

隙があることがわかった。前述した開発品１においても、

表面に微細な凹凸があり を若干の増加できたが、温か

み付与に対する効果は不十分であった。そこで表面に、よ

り深い凹凸がつくような加工を行うことで、 が大幅に

増加し温かみのあるエラストマーを開発できた 図図８８ 。

開発品２で行った表面加工では様々な 樹脂で温かみを

付与することができるため、従来の低硬度でベタツキがある

材を用いると摩擦感が増し、しっとりとした温かみがあ

る触感を得ることができた。 開発品３ それぞれの触感性

を図図９９のレーダーチャートに示す。今回得られた技術を活

用することで、材料と表面加工形状の組み合わせによって幅

広い触感を発現することができるようになった。

６６ 用用途途例例

自動車の内装部品や各種グリップ部品など人が触れる部分

を用途として想定している。昨今のトレンドとして電気自動

車の普及や自動運転化により、自動車の車内環境の向上がよ

り求められつつある。また前述した通りレザーフリーの動き

もある為、良触感のエラストマーのニーズはあると考えてい

る。

図図６６ 従従来来のの とと開開発発 のの表表面面状状態態とと摩摩擦擦感感

図図７７ パパララメメーータターーとと のの関関係係

図図８８ ススウウェェーードド本本革革とと開開発発品品 のの表表面面状状態態とと

図図９９ 各各開開発発品品とと触触感感性性
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７７ おおわわりりにに

射出成形可能な良触感技術として「やわらかくてサラサラ

とした触感」と「革のような温かみのある触感」を実現する

ことができた。この技術により顧客製品の高付加価値化に貢

献し、市場領域を拡大や新分野への足掛かりになることを期

待している。また表面形状による機能発現の技術は良触感性

以外にも撥水性、防汚性、吸音性等、他の機能への展開も期

待できる為、更なる高付加価値化の検討を行っていく。
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